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～バッハは背骨のよう。ブラームスは心のひだ。感情表現の基本。

この２人の作曲家は過去３０年間の演奏生活において、私の音楽

作りの核となっています。堀米ゆず子～ 

 

世界的に活躍する名ヴァイオリニスト、堀米ゆず子。ブリュッセル

王立音楽院教授を務め、指導者としても高い評価を得る堀米が、ア

ーティストとしての原点に立ち戻り、自身発案の一大プロジェクト

を始めます。堀米の音楽作りの原点ともいえるバッハとブラームス

のソロ・室内楽作品を、最高の共演者とともに奏でる贅沢なプログ

ラム。理想的な室内楽空間を創りだすHakuju Hallでお楽しみくだ

さい。 

※本プロジェクトは全6回シリーズの予定です。 

 

Vol.1 10/18（金） 

堀米ゆず子、山口裕之（ヴァイオリン） 小倉幸子（ヴィオラ） 辻本玲（チェロ） リュック・ドゥヴォス（ピアノ） 
 

ヨハネス･ブラームス:ピアノ五重奏曲 ヘ短調 op.34 

ヨハネス･ブラームス：ヴァイオリン・ソナタ 第3番 ニ短調 op.108  

ヨハン･セバスティアン･バッハ：無伴奏ヴァイオリンのためのパルティータ 第2番 ニ短調 BWV.1004 

 
 
Vol.2 3/18（火） 
 
堀米ゆず子（ヴァイオリン） 佐々木亮(ヴィオラ) 木越洋(チェロ) 田村響(ピアノ) 

 

ヨハネス･ブラームス：ヴァイオリン・ソナタ 第2番 イ長調 op.100 

ヨハン･セバスティアン･バッハ：無伴奏ヴァイオリンのためのソナタ 第2番 BWV.1003 

ヨハネス･ブラームス：ピアノ四重奏曲 第2番 イ長調 op.26 

 

 

●Hakuju Hall チケットセンター  

電話：03-5478-8700  （10:00～18:00 火～土／祝日・休館日を除く) 
 

堀米ゆず子 Ｊ．Ｓ．バッハ/ブラームス プロジェクト at Hakuju （全 6回） 
堀米ゆず子が最高の仲間と奏でるバッハとブラームスの真髄 

Vol.1  2013.10.18（fri）  18:30開場 / 19:00開演  Lコード：37467 
Vol.2  2014.3.18（tue）   18:30開場 / 19:00開演   Lコード：37468 

    各回全席指定:6,000円  Vol.1＆Vol.2セット券：11,000円 

©中村治 
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◆堀米ゆず子（ヴァイオリン）◆ Yuzuko Horigome, violin 
 

 

1980 年エリーザベト王妃国際音楽コンクールで日本人初の優勝を飾って以来、

ベルリン・フィル、ロンドン響、シカゴ響、アバド、小澤征爾、ラトルなど世界一流

のオーケストラ、指揮者との共演を重ねる。アルゲリッチ、クレーメル、マイスキ

ー、メネセス、ルイ・サダ、エル＝バシャなど共演者も多彩で、室内楽にも熱心

に取り組んでいる。マールボロ音楽祭、ロッケンハウス音楽祭、ルガーノ・アルゲ

リッチ音楽祭、など音楽祭への参加も多い。日本国内では、オーケストラとの共

演、リサイタル、室内楽など活発に行っており、’06 年から’10 年に開催されたリ

サイタル・シリーズ「堀米ゆず子ヴァイオリンﾜｰｸｽ“音楽の旅－ 叙情を求めて”」

は、すべてライヴ録音された。その他のCD録音も活発で、シャンドール･ヴェー

グ指揮カメラータ･ザルツブルクとのモーツァルト:ヴァイオリン協奏曲全集、フラ

ンス・ニース交響楽団とのラロ：ヴァイオリン協奏曲集などがある。’10 年 12 月に

はBS-TBS のドキュメンタリー番組「未来へのおくりもの」でその幅広い活動が紹

介され話題を呼んだ。ヴァイオリンを久保田良作氏、江藤俊哉氏に師事。現在、

ブリュッセル王立音楽院教授。使用楽器は、ヨゼフ・グァルネリ・デル・ジェス

（1741年製）。公式ホームページ：http://www.palp.com/yuzukohorigome/ 

 

 

◆山口裕之（ヴァイオリン）◆Hiroyuki Yamaguchi, violin 
 
桐朋学園女子高校学校（共学）音楽科を経て、1976 年桐朋学園大学音楽学部を

卒業。在学中の’75 年 6 月、東京フィルハーモニー交響楽団に入団。翌年、コ

ンサートマスターに就任し、1979 年まで在籍する。’79 年 5 月、ＮＨＫ交響楽団

に入団、第 2 ヴァイオリン首席奏者を務める。’84 年 6月よりコンサートマスター

に就任し、現在に至る。’83 年ゼフィルス弦楽四重奏団を結成。’88 年から’91

年までカザルスホールのレジデンスクァルテットとして活躍した。’69 年、全日本

学生音楽コンクール高等学校の部全国第 1 位。’75 年第 44 回日本音楽コンク

ール第2位。’77年民音コンクール室内楽部門で 1位なしの2位に入賞。現在、

ＮＨＫ交響楽団コンサートマスターのかたわら、桐朋学園大学、東京音楽大学に

て後進の指導も行っている。 

 

◆ 小倉幸子（ヴィオラ）◆ Yukiko Ogura, viola 
 

 
奈良市生まれ。才能教育研究会の宇田美代子氏の手ほどきでヴァイオリンを始め

る。京都市立芸術大学音楽学部にて木村和代氏に師事。卒業後、神戸市室内合奏

団ヴァイオリン奏者を務め、退団を機にヴィオラに転向。店村眞積氏に師事する傍

ら、ヴィオラスペース、サイトウキネン室内楽勉強会に参加し研鑽を積む。その後サ

イトウキネンフェスティヴァル、長岡京室内アンサンブルなどの活動に関わる中で、

国内外の多数の音楽家たちから薫陶を受ける。２０００年、渡米。Karl Fruh 奨学金

を受けルーズベルト大学シカゴ音楽院大学院に入学、Li-Kuo Chang、森悠子の各

氏に学ぶととともに、シビックオーケストラ・オヴ・シカゴで首席を務めた。翌年、シ

カゴ交響楽団に入団。またユーシア弦楽四重奏団のメンバーとして参加した全米

フィショフ室内楽コンペティションで優勝。現在シカゴを拠点に、多忙なオーケスト

ラ活動の傍ら、室内楽奏者としても活躍している。シカゴ響首席奏者をはじめ、フェ

ルメール・クァルテット、ギャリック・オールソン、ピンカス・ズッカーマン、ジョセフ・

シルヴァースタイン、リン・ハレル、アーノルド・シュタインハルトなど、著名演奏家と

の共演も多い。夫のロジャー・チェイスとは室内楽や様々な地域貢献活動にて共演

するほか、ジャンルを超えたヴィオラアンサンブル曲にも意欲的に取り組むなど、

独自の活動も展開している。 

 

©中村治 
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(C)Todd Rosenberg 
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◆辻本玲（チェロ）◆ Rei Tsujimoto, cello 
 
1982 年生まれ。7 歳よりチェロを始める。11 歳まで米国フィラデルフィア

で過ごし、東京芸術大学音楽学部器楽科を首席で卒業（アカンサス音

楽賞受賞）。’03 年、第 72 回日本音楽コンクール第 2 位、併せて「聴衆

賞」受賞。’07 年度青山音楽賞新人賞受賞。’06 年、’07 年、ヴァイオリ

ニスト五嶋みどり氏が主催する「Community Engagement Program」に参

加し、世界各地で共演。みどり氏より「彼の演奏は、その音色が自然体

でのびのびしており、音楽の大切な要素である LOVE が伝わってきま

す。これは、彼のパーソナリティそのものであり、それを伝達する技術を

彼が持ち合わせているというほかありません」と賞賛された。ロームミュー

ジックファンデーションより奨学金を得て、’08 年 1 月よりシベリウスアカ

デミー（フィンランド）に留学し卒業。’10 年 1 月よりベルン芸術大学（ス

イス）に留学中。’09 年７月、サントリーホールにおいてチャイコフスキー

の「ロココの主題による変奏曲」を演奏（秋山和慶指揮／東京交響楽

団）。8月、Rendontres de Violoncelle de Belaye ‘09（フランス）に招待さ

れた。12 月、第 2 回ガスパール・カサド国際チェロ・コンクール第３位入賞（日本人最高位）、併せて

「日本人作品最優秀演奏賞」を受賞。（その模様はＮＨＫ－ＢＳ にてドキュメンタリー番組「チェロ・エス

プレッシーボ！～国際コンクールに懸ける青春～」としてオンエアされた） ‘10 年、8 月、Fondazione 

Accademia Musicale Chigiana において、アントニオ・メネセス、サルヴァトーレ・アッカルド等と共演。１１

月ＮＨＫ-ＦＭ「気ままにクラシック」にゲスト出演。’11 年 3 月から京都コンサートホールを皮切りに札幌

コンサートホールｋｉｔａｒａ、名古屋宗次ホール、兵庫県立芸術文化センター、東京サントリーホールでリ

サイタル・ツアーを実施。夏にはアルカス佐世保のレジデンス・カルテットの一員として活動開始、また

サイトウ・キネン・オーケストラにも参加するなど、久々の実力派として注目を集め、今後の活躍が期待さ

れる若手チェリストである。これまでに、新日本フィルハーモニー交響楽団、東京交響楽団、関西フィル

ハ－モニ－管弦楽団等と共演。メタ・ワッツ、オーランド・コール、川元適益、上村昇、山崎伸子、アルト・

ノラス、アントニオ・メネセスの各氏に師事。オフィシャルサイト rei-tsujimoto.com 

 

◆リュック・ドゥヴォス（ピアノ）◆ Luc Devos, piano 
 

リュック・ドゥヴォスは 1960 年にブリュッセルで生まれ、7 歳で公に演奏を始め

た。’75 年までルーヴェンの音楽院でジャン・ブラウワースに師事し、その後ロンド

ンで 2 年間ピーター・フォイクトワンガーに師事した。’79 年にはブリュッセル王立

音楽院のアンドレ・ド・グロートのクラスで優勝した。その後もテヌート・テレヴィジョ

ン賞、ステファン・デ・ヨンゲ賞、エマニュエル・デュルレ国際ピアノコンクールへの

入賞など、ベネルクスの様々なコンクールで入賞している。’83年にパルマ・デ・マ

ヨルカで行われたショパン国際ピアノコンクールで優勝。同年、モントルーのクラ

ラ・ハスキル国際コンクールでは最終選考に選ばれた。ソロ・リサイタルを行う傍ら、

著名なオーケストラとも共演しており、その中にはチューリッヒ・トーンハレ管弦楽団、

リトアニア・フィルハーモニック、スイス・ロマンド管弦楽団、コンセルトヘボウ室内管

弦楽団、シャルル・デュトワ指揮モントリオール交響楽団ほか、ベルギーの主要な

オーケストラが含まれる。ヨーロッパの殆どの国で演奏活動を展開し、日本、南米、

ロシア、カナダでも演奏している。数々の著名な音楽祭にも招かれており、またラ

ジオやテレビでも定期的に演奏している。シギスヴァルト・クイケンが指揮するラ・

プティット・バンドとの共演では、古楽器でモーツァルトの協奏曲を演奏した。シギスヴァルト・クイケンとはリサイタルでも

共演しており、モーツァルトのヴァイオリンとピアノのためのソナタを録音している。フルート奏者のバルトルド・クイケンと

は、シューベルト、メンデルスゾーン、F.X.モーツァルト、フンメルに献呈した CD を録音した。グリュミオー・トリオのピア

ニストとして活動する一方、伴奏者としては堀米ゆず子、フィリップ・ヒルシュホーン、アントゥール・グリュミオー、ジョゼ・ヴ

ァン・ダム、オーギュスタン・デュメイ、リヴィウ・プルナールらと共演している。CD 録音もソロ、室内楽、オーケストラと多数

行っている。’94 年にはユニオン・オブ・ベルギー・ミュージカル・プレスの「ヤング・ヨーロピアン・ミュージシャン・オブ・

ザ・イヤー」を受賞した。 

 

主催：Hakuju Hall/㈱白寿生科学研究所 企画制作：ヒラサ・オフィス 

(C)Yuji Hori 

(C)堀田力丸 


